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法人紹介

 EPA採用の経緯

外国人労働者

改正入国管理法とEPA
勤務改善への影響

問題点
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長島医院（医科・歯科） 平成１１年
長島歯科医院 平成４年
グループホーム ひかり 平成１５年
老健 あさひ 平成１７年

通所介護
居宅介護支援事業所 平成１７年

隣接施設（社会福祉法人 恵明会）
特別養護老人ホーム きぼう 平成２３年
看護小規模多機能型居宅介護 （平成２３年）
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慢性的な介護職員不足の解消

国家資格の合否に関わらず、受験までの

約3年間は同一職場にて就労できる点が

大きなメリット
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（イ）受入れ施設において就労を開始した日から６ヶ月を経過した介護福祉士候補者、

又は

（ロ）日本語能力試験においてＮ1又はＮ2に合格した介護福祉士候補者については、
配置基準上、職員等として算定する取扱いとしています。

また、上記(イ)、（ロ）を満たす介護福祉士候補者は、夜勤の最低基準においても職
員等として算定する取扱いが認められますが、受入れ施設において、介護福祉士候
補者を夜勤に配置するにあたっては、「介護福祉士候補者以外の介護職員を配置
すること」又は「緊急時のために介護福祉士候補者以外の介護職員等との連絡体制
を整備すること、また、候補者の学習時間への影響を考慮し、適切な範囲で夜勤を
実施するよう配慮することとされています。

入国前 就労開始日後 ６ヶ月経過後 １年経過後

職員の配置基準 △ ○ ○

夜勤に係る加算 × △ ○ ○

※Ｎ２以上保有している候補者は、就労開始日より介護職員としての算定が可能。
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・第1回EPAインドネシア人に応募したが、
本人の体調不良を理由に入国しなかった。

・食事や宗教的な違い、英語圏という点を考慮

して第１回EPAフィリピン人になった。

・フィリピン人は日本各地に多くの方が来日し

ており、日本人にもなじみが深く、利用者に

も受け入れやすいだろうと考えた。
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日本経済新聞１２/１１改変

身分に基づく在留資格

資格外活動（留学）

技能実習

専門的・技術的分野の在留資

格
資格外活動（留学以外）

特定活動
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現時点 ６万人

５年後 ３０万人

受入れ予定

２０１９年 ５０００人

当初５年間 ５万～６万人
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特定技能 （日本経済新聞１２/１１改変） EPA(Economic Partnership Agreement)

技能実習生 日本での就労

希望者

特定技能１号

特定技能２号
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物品やサービスの貿易のみならず、人の移動、知
的財産権の保護、投資、ビジネス環境の整備、 競
争政策など様々な協力や幅広い分野での連携を促
進し、二国間又は多国間での親密な関係強化 を目
指す条約を指す。

（※日ベトナム間の投資については、EPA ではな
く投資協定（BIT）に規定されている。）
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 受入れ人数は、１施設で２名以上（法人で５名以内）
 雇用条件として、日本人と同額以上の報酬。社会保険・

労働保険に加入すること。（試用期間なし）
 合格しても、必ずその施設にとどまる規定はない。
 不合格の場合、帰国費用の負担、出国を確認し報告。
 必要経費（初期費用）

求人申込手数料 30,000/1機関あたり
斡旋手数料 131,400/1名あたり
相手国政府手数料 58,700/1名あたり
滞在管理費 20,000/年間1名あたり
日本語学習負担金 360,000/1名あたり
必要経費合計 2名 1,170,200円（税別）
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間取り：1K
軽量鉄骨造2階建て
10部屋
プロパンガス×1
追い炊き風呂
フローリング
エアコン
ケーブルTV
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入国年度 合否 性別 就労年齢 あさひ勤務期間 その他 日本語レベル

平成21年
〇

男 23 21.11.13～25.4.20 退職 結婚後、さつき荘で Ｎ4⇒Ｎ3

1期生 5ヶ月 3年5ヶ月 勤務

×
女 34 21.11.13～25.7.20 退職 H27.12 Ｎ4

6ヶ月 3年8ヶ月 （結婚） 離婚しﾌｨﾘﾋﾟﾝに帰る

〇
女 29 21.11.13～26.7.20 退職 フィリピンに帰る Ｎ4⇒Ｎ3

5ヶ月 4年8ヶ月 父親の要請

平成24年

×

女 27 24.1123～26.9.20 退職 ホームシック（？）に Ｎ5

４期生
3ヶ月 1年10ヶ月 なり帰国

〇
女 21 24.1123～29.2.20 退職 帰国して、結婚 Ｎ4⇒Ｎ3

9ヶ月 4年3ヶ月

〇
男 26 28.6.10～29.5.25 退職 結婚後、宇都宮から Ｎ3

0ヶ月 1年1ヶ月 近い施設に勤務

平成27年
女 21 27.12.1～ 在職 Ｎ4

７期生 2年8ヶ月

女 29 27.12.1～30.2.20 退職 帰国して Ｎ5⇒Ｎ4

7ヶ月 2年2ヶ月 11月に結婚する

女 25 27.12.1～29.11.7 退職 帰国して、日本語の Ｎ4⇒Ｎ2

4ヶ月 1年11ヶ月 仕事をする

女 24 27.12.1～ 在職 Ｎ4

2年8ヶ月

女 25 27.12.1～ 在職 Ｎ5

2年8ヶ月

※サンタマリアジェファーソンは、介護福祉士合格後当施設に就職（沖縄より）
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・平成21年度入国者 比 3名（男性1・女性2）

（訪日前研修なし、訪日後研修6ヶ月）

介護福祉士合格者2名（1名1年延長後合格）

・平成24年度入国者 比 2名（女性2）

（訪日前研修3ヶ月、訪日後研修6ヶ月）

介護福祉士合格者1名

・平成27年度入国者 比 5名（女性5）

（訪日前研修6ヶ月、訪日後研修6ヶ月）

合格者２名：他施設勤務、家庭事情で帰国
他１名：１年延長中に結婚（離婚し帰国）

合格者１名：１年後に帰国（帰国後結婚）
他１名：ホームシックにかかり帰国

現在：27年入国者 介護福祉士候補者：3名
2名帰国：帰国して別職業に就く。結婚退職
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◇メリット

就労期間の3年間は、介護員として計算できる。

利用者に対しとても優しく接し、明るく元気があり、

日本人職員に良き刺激を与える。

◇デメリット

介護福祉士試験に合格しても、施設に残るとは限らない。

受入施設側の費用負担が多い。（給与、研修以外）

最初は一生懸命勉強して必ず合格すると意欲満々だが、

次第に家族に送金することが中心になり勉強しなくなる。

細かい指示は伝わらないので、何度も確認が必要。

ＥＰＡ候補者の待遇に不満をもつ日本人職員もいる。
19



日本の魅力

期間内での職員という割り切り

根本的な解決にはならない
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